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研究成果の概要（和文）：本研究ではヒトがどのような認知メカニズムのもとで気持ち悪さという感情が形成さ
れているのかという問題について検討した。期間内に，結果として22本の査読付き論文と62件の学会発表を行
い，日本語版嫌悪感尺度の作成，気持ち悪さや不気味さの個人差の検討，感情と身体との関係，感情の文化差，
身体・注意・意識に関わる様々なメカニズムなどを明らかにした。本研究の成果は嫌悪感がどのようにして意識
的に感じられているのか，そして嫌悪感に我々の行動がどのように規定されているかを考える上で非常に重要な
示唆を与え，今後の研究への橋渡しとなることができた。

研究成果の概要（英文）：In this research, we investigated the question of what cognitive mechanism 
forms the feeling of disgust. As a result, 22 refereed papers and 62 conference presentations were 
made within this research period. Here we made Japanese version of disgust scales, tests of 
individual differences of disgust, eeriness, and discomfort, relationship between emotion and bodily
 space, cultural difference of embodied emotion, and various mechanisms related to embodiment, 
attention, and consciousness. The results of this research provided very important suggestions for 
understanding how disgust is felt consciously and how our behavior is regulated by the disgust 
emotion. This could make a bridge to future research.

研究分野：認知心理学
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１．研究開始当初の背景 
「きもい」という俗語がもはや一般化するほ
どに，誰もが身近に感じ，言語化している感
情であるにもかかわらず，気持ち悪いという
のがどういうことかは意外と分かっていな
かった。 
 応募者は人間の感情処理に関して多方面
からの検討を進めており，当時，嫌悪感メカ
ニズムについて以下の様な仮説を考えてい
た。まず嫌悪感とは，自身にとって緊急でな
い損害を回避するためのものであると言え
る。そのメカニズムは意識的・無意識的過程
の両方によって成り立つと考えていた 
(Damasio et al., 2000; Schachter & Singer, 1962)。
それらは対象の有害性を判断する情動処理 
(Yamada & Kawabe, 2011, Conscious Cogn：不
潔さや「死」関連の処理もこれに含まれる)，
認知的分類処理  (Yamada et al., 2012, Adv 
Cogn Psychol; 2013, Jpn Psychol Res)，身体空
間と感情の連合処理 (Marmolejo-Ramos et al., 
2013, PLOS ONE; Sasaki et al., 2012, 
Perception：ともに応募者の共同研究)，そし
て低次知覚処理 (e.g., visual discomfort: Cole 
& Wilkins, 2013) などであった。嫌悪感は，
これら全ての処理が無意識的に行われ，単一
に統合された結果としての意識体験である
と考えていた。そしてこの統合は経験に基づ
くベイジアン的な様式でなされると予想し
ていた。 
 
２．研究の目的 
 そこで本研究で明らかにしたかったこと
は，(1)これらの処理が本当に嫌悪感を左右す
るのか，(2) 統合様式はどのようなものか，
(3) 嫌悪感とは人間だけが持つ感情なのか，
の 3点であった。 
 本研究は気持ち悪さ (嫌悪感) がいかなる
内的機序によって形成されるかを明らかに
しようとする世界で初めての試みであり，実
証される可能性も高いと考えていた。したが
って，計画が達成された場合には認知科学，
臨床心理学  (恐怖症治療にも応用できるた
め)，神経科学といった非常に多くの分野の研
究者に大きなインパクトを与え，後続の研究
を誘発する契機となることが期待された。 
 
３．研究の方法 
 本研究は，嫌悪感の形成に関わる認知的メ
カニズムを認知科学的・比較心理学的に明ら
かにすることを目的としていた。そのため以
下の様な計画に基づく研究を予定していた。 
・初年度では目的 1)に関する基本実験，およ
び目的 2)に関する統合様式に関わる実験を
主に進める。 
・翌年度では，主に目的 3)に関する動物を用
いた実験を進める。 
・常に研究成果を国際学会や国内学会にて積
極的に報告し続ける。また同時に論文執筆も
行い，最終的に 3本以上の論文を国際的に評
価の高い雑誌に掲載させることを目指す。 

・認知科学／比較心理学という 2つのアプロ
ーチに基づく研究計画をフレキシブルに運
用しながら研究を進行させる。事前準備と協
力体制の整備は計画開始前に完了させる。 
 
 具体的には，目的 1)に関する計画は 3つの
要素からなった。 
(1) まずは日本語版嫌悪感尺度を作成する。
日本語訳した尺度を用いて 3 回の調査を 300
人程度の調査対象者に対して行い，内的整合
性，因子構造，収束的妥当性 (例えば死生観
尺度・状態特性不安検査などを用いる) の確
認を行う。この調査にはクラウドソーシング
を用いる。 
(2) 同時期に，多孔恐怖を喚起する画像 (蓮
を人間にコラージュしたような画像) を用い，
中域の空間周波数成分 (多孔恐怖と関連する
と考えられている；Cole & Wilkins, 2013) を
増減させた画像を作成し，その画像に対する
嫌悪感を測定しておく。 
(3) これらの準備が整った後，閾下呈示ある
いは連続フラッシュ抑制 (Tsuchiya & Koch, 
2005) により無意識レベルで情動刺激，認知
的分類の難易度の異なる刺激，上下の身体状
態を示す画像・シンボル，または多孔画像を
出現させた際に生じる嫌悪感を，日本語版嫌
悪感尺度を用いて計測する。 
 目的 2)に関する計画では，過去の経験に基
づくベイズ統計的規則に従いながら各嫌悪
関連処理の出力が嫌悪感形成に利用される
と考えており，それを検討する。 
 さらに嫌悪感形成時の認知的抑制の役割
も検討しようと考えていた。先行研究では尿
意を我慢することにより他の非関連処理を
抑制するモードに切り替わることが提案さ
れている (Tuk et al., 2013 Psych Sci)。同様に，
尿意の強さによって嫌悪感反応を生じさせ
る処理出力への反応も弱まることが予測さ
れる。これらの検討は嫌悪感を弱めるための
応用的利用にも繋がる。 
 目的 3)については，動物に多孔画像をコラ
ージュした「蓮コラ」と一般に呼ばれる刺激
を作成し，それを呈示することで，動物にお
いても気持ち悪さの感情が生起するかを検
討しようとしていた。あるいは 3D スキャナ
を用いることで実物の蓮コラを作成する予
定も立てていた。 
 
４．研究成果 
 結果として，まず目的 1に関しては，日本
語版嫌悪尺度を 2 種類開発することができ，
1 つは国際誌に掲載され (Iwasa, Tanaka, & 
Yamada, 2016, PLOS ONE)，もう一つは査読を
受けて現在修正再投稿中である  (岩佐・田
中・山田, 修正中)。 
 さらに，集合体嫌悪尺度の日本語版を開発
し，集合体嫌悪と社交不安の関係性を明らか
にした (Chaya et al., 2016, PeerJ)。また集合体
嫌悪刺激に対して生じる不快感の原因を探
るために空間周波数特性と集合体嫌悪の個



人差との関係性も検討した  (Sasaki et al., 
submitted)。 
 これらの研究により，目的 1の多くの部分
は達成できた。すなわち，日本人サンプルに
おける嫌悪感や集合体嫌悪の個人差を測定
可能にし，後の研究への足がかりを作ること
ができた。 
 次に目的 2に関してであるが，実験的検討
は行ったものの，当初の計画通りの実験では
芳しい結果は得られなかった。そこで発想を
変え，嫌悪感を制御するための別の方法を探
ることとした。そこで注目したのがオノマト
ペである。つまり，嫌悪感を喚起する際に，
ある種のオノマトペを視覚や聴覚モダリテ
ィにて対呈示することで，体験される嫌悪感
の強さを変調しようとした。結果として，オ
ノマトペに確かな変調効果があることが確
認された。研究期間中に雑誌への掲載まで至
ることはできなかったが，本研究は現在専門
誌での査読を受けて修正再投稿中である 
(薛・佐々木・郷原・山田，修正中)。 
 最後に目的 3についてであるが，現在イル
カの視覚機能に関する研究を遂行中である
ものの (山田ほか，2014)，まだ嫌悪感を含め
た感情刺激を用いた検討には至っていない。
本トピックについての進展は今後の課題で
ある。 
 総じて，本研究はまさに萌芽的テーマであ
ったため，当初の予定通りに進まないことも
多かった。しかしその中で可能な限り，可能
な範囲で多様な方向性を求めて研究を進め
たつもりである。その結果，計 22 本の査読
付き論文や多くの学会発表によって次なる
ステップへの下地を形成することには成功
したと考えている。嫌悪感の認知的メカニズ
ムに関する研究は，いまや萌芽的様相を超え，
その核心に迫る研究を始めるところまで来
た。今後は基盤研究として，今よりも多くの
研究分担者・連携研究者等の協力者とともに，
本トピックに精力的に取り組んでいきたい。 
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